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政党懇談会、首長懇談会を終えて 

  

 

宮城県生協連副会長理事    大越 健治  

           （みやぎ生活協同組合専務理事） 

          

 

 

9月に宮城県生協連と6政党に

よる懇談会が行われ、県連副会

長理事として、いくつかの政党

懇談会に参加させていただきま

した。 

1時間の限られた時間の中で

はありますが、宮城県生協連及

び会員生協の取り組みを紹介さ

せていただき、議員の方と意見

交流を行わせていただきました。

いずれの政党も真摯に生協の取

り組みに耳を傾け、地域に根ざ

した活動内容にご理解・共感を

いただけたと思います。ただし、

1時間という短さではなかなか

議論を深めるところまでは至ら

ないというところが、今後の課

題ではあるかと思います。 

さて、みやぎ生協でも毎年各

自治体の首長（仙台市の場合は

区ごとに分けて市議 ・県議）と、

委員会メンバーとの懇談会を実

施しています。 

今年は専務理事として、多く

の自治体の首長懇談会に参加さ

せていただきました。県内全て

の自治体で実施とはいきません

が、多くの自治体に毎年恒例行

事として時間を割いて対応して

いただいています。（実施にこぎ

つけているのは、地域代表理事

やエリアリーダーの事前の調

整・努力の賜物です。） 

例年は、地元メンバーからの

地域の要望に対して、首長にこ

たえていただくことを中心的な

内容としていました。今年は、

「介護保険制度改定に伴う新し

い地域支援事業について」、「子

ども・子育て支援新制度に対す

る準備」、「生活困窮者自立支援

法に対して」等の各自治体の準

備状況を事前に質問していたた

め、関係部署の部長・課長も出

席して説明をいただける場面も

多かったです。 

 総じて感じられたのが、「国

から自治体に多くの業務が期待

されているが、それに対しノウ

ハウやマンパワーが揃っていな

い」という自治体の悲鳴です。

特に沿岸被災自治体などは、ま

だまだ復興対応に追われ、他の

ことを考える余裕などないのが

現状です。また、県のHPのデー

タだけでは伝わらない各自治体

の復興の現状・今後の動き・悩

みなども、リアルに聞くことが

でき大変参考になりました。本

当に自治体職員は、被災者・地

元住民のために日々頑張ってい

ます。断片的な現象だけで「復

興が遅々として進まない!」と批

判することはいけないと感じて

います。 

地域に根ざす生協として、また

くらしに関わる様々な事業を行

っている生協として、行政と連

携を取りながら地域住民のくら

しの向上に役立つために、何が

できるかを考えていきたいと思

います。 

 

県連役員エッセイ 



 

 

 

● 宮城県生協連第 45 回総会（2014 年度）第 2回理事会報告 

 

第 2 回理事会は、9 月 16 日

（火）午後 1 時 30 分より、フォ

レスト仙台 5 階 501 会議室にお

いて開催され、理事 11 人、監事

2 人が参加しました。 

議長に宮本弘会長理事を選任

し、議事に入りました。 

【議決事項】 

2014 年度冬灯油暫定価格決

定の件について、野崎和夫専務

理事より提案があり、原案通り

可決承認されました。 

【報告事項】 

1．東日本大震災復旧復興に関す

る取り組みについて、出席した

理事より報告があり、全員異議

なく了承しました。  

2．被災者生活再建支援制度拡充

署名の取り組み、第 45 回通常

総会開催、2014 年度政党懇談

会開催、宮城県協同組合こんわ

会委員総会開催、平和・憲法９

条関連報告、その他報告につい

て、野崎和夫専務理事よりあり

全員異議なく了承しました。 

3．2014 年度県連組合員集会、

消費者行政の充実強化をすす

める懇談会みやぎの活動、消費

税率引き上げをやめさせる活

動について、加藤房子常務理事

より報告があり、全員異議なく

了承しました。 

4．NPO 法人介護サービス非営

利団体ネットワークみやぎの

活動について、鈴木由美常務理

事より報告があり、全員異議な

く了承しました。 

5．宮城の協同組合人の足跡をま

とめる出版企画について、齋藤

昭子顧問より報告があり、全員

異議なく了承しました。 

【文書報告事項】  

県連の活動、諸団体との共同

活動、行政・議会関連、各種委

員推薦・後援依頼・広告協賛等

について、文書により報告があ

りました。 

 

● 2014 年度冬の生協灯油暫定価格・夏の生協灯油精算価格を決定しました 

 

9 月 16（火）2014 年度冬の生

協灯油暫定価格を決定しました。

原油価格が高騰しているなか、

県民のくらしに少しでも貢献で

きるよう、下記の暫定価格とし

ました。9 月 19 日（金）11 時か

らフォレスト仙台会議室におい

て、野崎和夫専務理事が記者発

表しました。 

また、2014 年度夏灯油の精算

価格を、下記のとおり 10 月 30

日（木）に決定しました。
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＜2014 年度冬灯油暫定価格＞ 
配達期間：2014 年 9 月 29 日（月）～2015 年 4 月 24 日（金） 

お任せ給油価格（税込） 1 ㍑ 107.0 円 18 ㍑１缶 1,926 円 

個 缶 価 格（税込） 1 ㍑ 108.0 円 18 ㍑１缶 1,944 円 

暫定価格は灯油をめぐる大きな環境変化がある場合、期間中に修正することがあります。 

 

 
＜2014 年度夏灯油精算価格＞ 

配達期間 2014 年 4 月 28 日（月）～2014 年 9 月 26 日（金） 

お任せ給油価格（税込） 1 ㍑ 107.0 円 18 ㍑１缶 1,926 円 

（１）生協の夏灯油シーズン通し加重平均価格は 1,926 円（1 ㍑：107.0 円）、資源エネルギー庁公表のシーズン通し加重平均価格は 
1,951 円（1 ㍑：108.4 円）となり、結果生協配達灯油が 1 缶あたり▲28 円・1 ㍑あたり▲1.5 円安くなりました。 

（２）生協の配達灯油は、資源エネルギー庁公表の配達灯油シーズン通し県平均価格を下回る価格を目安としていますので、 

２０１４年度夏灯油の割戻しはありません。 
（３）800L 以上利用者の総量値引き合計は、約 22 千円となります。 

 

宮城県生協連の活動 



宮城県生協連の活動 

 

● 県内６政党と懇談会を開催しました 

 

2014年度の県内 6政党役員と

宮城県生協連役員の懇談会を、

以下の日程で開催しました。 

県生協連から、生協の諸活動

や要望事項について資料をもと

に説明し意見交換をしました。     

各政党から、議会の取り組み

状況や政策などが紹介されまし

た。 

東日本大震災からの復

旧・復興の取り組みや被災

者に対する生協のボラン

ティア活動、生活困窮者支

援の活動等について、活発

に意見交換がされました。 

今後の取り組みに活か

すため、有意義な懇談の場

となりました。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岸田清美県議会議員 

大槻正俊仙台市議会議員 

（県生協連参加者 5 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡本あき子仙台市議会議員 

郡和子衆議院議員 

佐藤わか子仙台市議会議員 

（県生協連参加者8人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小田島久美子仙台市議会議員 

石橋信勝県議会議員 

庄子賢一県議会議員 

（県生協連参加者5人） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

境恒春県議会議員 
（県生協連参加者 5 人） 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠藤いく子県議会議員 

横田有史県議会議員 

中島廉政策委員長 

（県生協連参加者 6 人） 

   

    

 

 

 

 

 

 

 
 

高橋伸二県議会議員 
相沢光哉県議会議員 
中島源陽県議会議員 
佐藤光樹県議会議員 
遠藤利信事務局長 
（県生協連参加者 5 人） 

  

※開催順に掲載。お名前は写真右から 

《懇談のテーマ》 

 ①東日本大震災からの復旧・復興、被災者の生活再
建支援の取り組みについて           

②生活困窮者支援の取り組みについて 

③エネルギー政策について 

④食品の安全・安心と TPP交渉参加反対について 

⑤消費税率と社会保障の拡充について 

⑥憲法及び NPT(核不拡散条約)再検討会議に関する
取り組みについて 

⑦原油価格高騰による灯油・物価高への行政施策の

強化について 

 

公明党宮城県本部 

日時：9月13日（土）15：00～16：00 

会場：ホテル江陽 

 

社会民主党宮城県連合 
日時：9月4日（木）14：00～15：00 
会場：ホテル江陽 

民主党宮城県総支部連合会 

日時：9月6日（土）10：00～11：00 
会場：ホテル江陽 

 

自由民主党宮城県支部連合会 

日時：9月26日（金）16：00～17：00 
会場：自由民主党宮城県連会館 

 

 

日本共産党宮城県委員会 

日時：9月24日（水）14：00～15：00 
会場：ホテル江陽 

 

 

 

 

 

みんなの党宮城県支部 

日時：9月30日（火）17：15～18：15 

会場：ホテル江陽 

※開催順に掲載。お名前は写真右から。 



半田滋さんの講演の様子 

主催者あいさつをする宮本弘会長理事 

 

 

●「消費者のくらしと権利を守る第 35 回宮城県生協組合員集会」開催報告 

 

9 月 18 日（木）東京エレクト

ロンホール宮城大ホールにおい

て、「消費者のくらしと権利を

守る第 35 回宮城県生協組合員

集会」が開催され、宮城県生協

連加盟単協から約 1,000 人が集

まりました。司会は、生活協同

組合あいコープみやぎ理事の木

口裕美さんと、東北大学生活協

同組合学生委員会委員長の櫻井

滉輔さんが行いました。 

宮本弘会長理事から主催者あ

いさつがあり、ご来賓として、

自由民主党宮城県支部連合会か

ら参議院議員の熊谷大様、公明

党宮城県本部副代表で仙台市議

団団長の菊地昭一様、民主党宮

城県総支部連合会副代表で衆議

院議員の郡和子様、日本共産党

宮城県委員会副委員長で宮城県

議会議員の横田有史様から、ご

あいさついただきました。 

続いて、2013 年度の会員生協

の活動について、みやぎ生活協

同組合理事の砂金亜紀子さんか

ら紹介がありました。 

学習講演として、東京新聞論

説兼編集委員の半田滋さんを講

師に『日本は戦争をするのか』

と題して講演がありました。

1992 年より防衛庁（省）の取材

を担当し、米国、ロシア、韓国、

カンボジア、イラクなど自衛隊

の活動にまつわる海外取材の豊

富な経験による実際の現地での

画像などを使いながら、とても

分りやすくお話しされました。

「集団的自衛権行使容認の閣議

決定の内容を良く読んでほし

い」「自衛隊が他国で武力行使

できることが増えている。自衛

隊ができてから 60 年が経過し

ているが、9 条のおかげで戦死

した人がいないことを維持して

いかなければならない」と訴え

ました。 

その後、生活協同組合あいコ

ープみやぎ理事の高野恵美子さ

んから、集会決議案が提案され、

満場の拍手で採択されました。

実行委員長でみやぎ生活協同組

合理事の新野貴久子さんの音頭

で、シュプレヒコールを行いま

した。 

集会の後、秋晴れのなか、虹

のうちわを掲げて一番町商店街

を抜け仙都会館まで、参加者全

員でアピール行進しました。 

 また、青葉区一番町のフォー

ラス店前において、「被災者生

活再建支援制度」の抜本的拡充

を求める街頭署名行動を、午後

12時から 13時まで行いました。

実行委員をはじめ、会員生協の

役職員と東日本大震災復旧・復

興支援みやぎ県民センターの

方々を含め 20 人が参加しまし

た。署名は、134 筆集まりまし

た。 

  

 

 

 

 

 

 

 

宮城県生協連の活動 

集会後行われた署名活動の様子 

 2014 年集会テーマ 

 一、被災者生活再建支援制度の抜本的拡充を求めます。 

 一、 くらしと家計を圧迫し、復興を妨げる消費税率 10％への引き上げ中止を求めます。 

 一、だれもが安心して暮らせる社会保障制度を求めます。 

 一、原油価格高騰による灯油・物価高への行政の施策強化を求めます。 

 一、原子力発電所をすべて廃止し、自然エネルギーへの政策転換を求めます。 

 一、食品の安全性確保と日本の農林水産業を守る対策を求めます。 

 一、 核兵器廃絶と憲法を守りくらしに生かすことを求めます。 

 



講師の永井正博さん 

●「東北 6県生協連灯油問題対策連絡会・コープ東北事業連合灯油担当者合同会議」参加報告 

 

8 月 30 日（土）みやぎ生協八

乙女本部において、「東北 6 県生

協連灯油問題対策連絡会・コー

プ東北事業連合灯油担当者合同

会議」が開催され、県連実務責

任者、会員生協灯油担当者等、

24 人が参加しました。 

コープ東北事業連合では、

2014 年度エネルギー事業本部

を設置する組織変更をおこない、

灯油をはじめとしたエネルギー

事業分野において一層の事業連

帯をすすめています。 

また、現在の灯油価格は、原

油価格の高騰、円安と元売りの

価格改定方式の変更に伴い、生

協の卸価格も高い水準のまま推

移しています。 

このような状況のもと、灯油

事業および運動をめぐる状況の

情報を共有化し、2014 年度の灯

油事業および適正価格実現のた

めの課題について協議しました。 

 

●「2014 年度灯油学習会」開催報告 

 

10 月 1 日（水）午前 10 時 30

分より、フォレスト仙台におい

て、「2014 年度灯油学習会」を

開催しました。2014 年県連灯油

モニター、みやぎ生協のメンバ

ーなど 92 人が参加しました。 

 はじめに、「わが国石油需給と

価格動向」と題して、一般財団

法人日本エネルギー経済研究所

石油情報センターの永井正博所

長からお話がありました。石油

の基礎知識、国際石油情勢と日

本の位置づけ、日本の石油需給

動向、日本の石油価格動向など

について、分りやすく説明して

くださいました。原油価格は、

イラクやウクライナなどの情勢

不安、アジアを中心とした石油

需要の増加などにより原価価格

が上昇しています。安定供給の

確保においては、エネルギー供

給構造高度化法にもとづいて、

各石油事業者が取り組んでいま

す。石油製品価格は、2014 年度

から消費税が 8％に増税される

とともに、地球温暖化対策とし

て石油・石炭税が 0.25 円/ℓ増税

されました。それに加え、円安

が大きく影響していると話され

ました。 

続いて、コープ東北エネルギ

ー事業本部の木村孝統括から、

生協灯油の取り組みなどについ

て報告がありました。 

●「2014 年度宮城県生協連灯油モニター説明会」開催報告 

 

10 月 1 日（水）午後 1 時より、

フォレスト仙台において、「2014

年度宮城県生協連灯油モニター

説明会」を開催しました。 

今年度は、みやぎ生協と生協

あいコープみやぎから 61 人の

登録があり、45 人の灯油モニタ

ーが参加しました。 

灯油モニターの価格調査の意

義と重要性や価格調査に関する

調査方法、報告のルールについ

て確認し、正確な調査を行うた

めに情報交換を行いました。 

灯油モニターから、「10 月か

ら灯油の配達を行っていなけれ

ばどうするのか」「生協の価格

調査のためと言ったほうがいい

のか」「配達料を上乗せされた分

の金額も報告するのか」など質

問が出され、事務局から回答し、

10月からの調査を確認しました。 

 

 

宮城県生協連の活動 



板東久美子消費者庁長官の講演の様子 

宮城県生協連の活動 

 

●「北海道・東北地区 行政・生協連絡会議」参加報告 

 

10 月 16 日（木）ホテルメト

ロポリタン秋田において、北海

道･東北地区の7道県の行政の生

協担当者と生協連とで、「2014

年度行政・生協連絡会議」が開

催され、41 人が参加しました。

この会合は、7 道県持ち回りで開

催されています。 

はじめに、佐々木誠秋田県生

活環境部部長、大川功秋田県生

協連会長、家田康典東北厚生局

健康福祉課課長よりあいさつが

ありました。 

次に、板東久美子消費者庁長

官より「消費者の安全・安心の

確保と、消費者教育の推進につ

いて」と題して講演がありまし

た。消費者庁創設後 5 年間の活

動総点検を踏まえ、消費者にと

って「身近」で「頼りになる」

消費者行政を「見える化」し、

政策実現力を強化することを目

指すとし、高齢者の消費者被害

への対応を中心に消費生活の安

全・安心の確保、消費者教育の

推進についての消費者庁の取り

組みを紹介しました。 

その後、秋田県県民生活課よ

り「秋田県の現状と消費者教育

について」、秋田県生協連より

「秋田県生協連の取り組み」、日

本生協連より「全国の生協の取

り組み」、宮城県生協連の野崎和

夫専務理事より「被災者生活再

建支援制度の拡充を求める署名

の取り組み」について報告があ

りました。 

その後、7 道県から、「消費生

活の安全・安心の確保、消費者

教育の推進について～行政と生

協の協働した取り組み」をテー

マに情報交換がありました。 

最後に、来年度の開催県を青

森県にすることを確認し、閉会

しました。 

 

● 日本生協連主催「灯油問題学習懇談会」参加報告 

 

10 月 28 日（水）東京・四谷

の主婦会館プラザエフにおいて、

日本生協連主催で「灯油問題学

習懇談会」が開催され、40 人の

参加がありました。 

 灯油をはじめとする燃料価格

の高騰は、全国的な問題です。

今回の学習懇談会は、消費者･行

政関係者･石油業界･専門家との

意見交換を通して、灯油(原油)

価格の現状、家計や経済活動へ

の影響などについて関係者間で

認識の共有化を図ることを目的

に開催されました。 

 はじめに、第一生命経済研究

所主席エコノミスト永濱利廣さ

んより、「原油価格の影響～ス

タグフレーションの可能性～」

について報告がありました。 

その後、コープさっぽろより

福祉灯油に関する取り組み、い

わて生協より灯油の使用状況、

コープ東北事業連合河野敏彦常

務理事より灯油事業を通してみ

える灯油価格の問題点等につい

て報告しました。石油連盟から

原油価格の動向と灯油価格決定

について、資源エネルギー庁か

ら原油価格形成メカニズムの変

容と金融要因、国内の石油製

品・原油価格の推移、平成 27 年

度概算要求のポイント、消費者

庁から物価モニター調査結果の

報告がありました。 

報告後、意見交換を行ないま

した。原油価格の高騰の要因と

考えられている投機マネーの国

際的な規制に関する取り組みに

ついて資源エネルギー庁より説

明がありました。また、ガソリ

ンと比較して灯油の価格が下が

っていないこと、10 年間で原油

価格が 2 倍に高騰していること

について消費者への情報提供を

要望すること等が出されました。 

 



東北経済産業局 資源・燃料課：石森武博課長、鈴木清美課長補佐、村上健一総括係長 

生協連 

青森県生協連：西田俊三事務局長、岩手県生協連：吉田敏恵専務理事 

いわて生協：小山田緑理事、山形県生協連：大友廣和専務理事 
宮城県生協連：野崎和夫専務理事 加藤房子常務理事 
みやぎ生協：木村孝燃料事業所統括 赤松浩幸生活文化部課長 

福島県生協連：佐藤一夫専務理事 
日本生協連北海道・東北地連：住吉登事務局員 西野さかえ事務局員 
日本生協連渉外広報本部：前田昌宏 

 

宮城県 

環境生活部消費生活・文化課： 
三浦義博課長 髙橋倫太郎課長補佐（消費者行政班長）  
川嶋登消費者行政班主事 

保健福祉部保健福祉総務課： 
赤間正行課長補佐（総括担当） 吉田美明企画調整第一班企画員 

生協連 
宮城県生協連：野崎和夫専務理事 加藤房子常務理事 
みやぎ生 協 ：木村孝燃料事業所統括 中塩晴彦共同購入運営部トレーナー 

赤松浩幸生活文化部課長 佐藤啓子事務局員 

 

要請文を読み上げる野崎専務理事（右） 

小山田緑いわて生協理事（左）から 
要請書を受け取る石森武博課長（右） 

 

  
 

 

 

● 東北６県の生協連の代表が、東北経済産業局に対して灯油の安定供給と 

適正価格に関する要請行動を行ないました 

  

東北に住む私たちにとって

「灯油」は欠くことができない

生活必需品です。その灯油が、

今冬は 18㍑ 1缶で 2,000円に近

づいています。灯油高騰の原因

は、3 年半以上も１バレル 100

ドル程度を維持し続ける原油高

と、円安によるものです。 

これから冬を迎えるにあたり、

経済弱者に対しての灯油高騰時

の救済策やくらしを直撃する灯

油・物価高への対応策を求め、

10 月 23 日（木）東北経済産業

局に対し、東北 6 県の生協連の

代表 12 人が要請しました。（要

請書後掲） 

石森武博課長から、「投機マ

ネー」への対策として各国と連

携して取り組みを進めているこ

と、「灯油の独歩高」について監

視していくこと、灯油高騰対策

について情報収集していくこと

等の説明がありました。 

参加者からは、「石油製品価

格の透明性の向上を求める」

「低水準での在庫量に不安」

「石油元売り各社の国内製油所

の再編は、消費者にメリットが

あるようにしてほしい」などの

意見が出されました。 

 

● 宮城県生協連は、宮城県に対して「灯油高騰対策に関する要請書」を提出しました                

 

10 月 30 日（木）宮城県知事

あての「灯油高騰対策に関する

要請書」を環境生活部消費生

活・文化課の三浦義博課長に提

出しました。（要請書後掲） 

その後、加藤房子常務理事が

要請内容の趣旨説明を行いまし

た。要望として、10 年前１缶 800

円程度だったものが、ここ数年

では1,600～1,900円という異常

な高値が続いていること、原油

価格が若干下がったとしても、

円安の影響で国内価格には反映

されていないこと、消費税・石

油石炭税増税で家計に与える影

響が大きいこと、今年度、原油

高騰対策の予算措置を実施し

「福祉灯油」を行ってほしいこ

となどを話しました。 

県からは、灯油の適正価格・

安定供給については、今後も注

視していく考えであること、暖

房費の助成等については、国の

対策、市町村からの要望を踏ま

えながら検討していくことの説

明がありました。 

宮城県生協連の活動 



宮城県生協連の活動 

講師の出口俊一さん 

大阪いずみ市民生協様より 

署名の引き渡しの様子 

 

●「被災者生活再建支援制度の抜本的拡充を求める署名の取り組み」 

10 月末日現在、宮城県内で 6 万筆、東北で 10 万筆、全国で 17 万筆を超えました 

 

宮城県生協連は被災者生活再

建支援制度の抜本的拡充を求め

る署名を県内 20 万筆、全国 100

万筆の目標に向けて取り組んで

おり、10 月末現在で県内約 6 万

筆、全国で約 17 万筆が集まって

います。県内加盟生協はもとよ

り、仮設住宅居住者、関係する

諸団体、全国の生協とともに取

り組んでいます。 

会員生協の取り組みとして、

みやぎ生協はメンバーや職員が

学習をすすめ署名活動に取り組

み、こ～ぷ委員会やつどい、ふ

れあい喫茶などでの呼びかけ、

店頭での署名活動、共同購入利

用者への配布等を行い 36,221

筆を集めています。関係団体と

して、宮城県労働者福祉協議会

から、16,387 筆集まっています。 

また、大阪いずみ市民生協は

委員会での取り組みとともに、

共同購入利用者へ配送担当者が

組合員に声がけしながら署名用

紙を配布し、多くの組合員にご

協力をいただき、10 月 7 日（火）

大阪いずみ市民生協の松本陽子

副理事長から、宮城県生協連の

宮本弘会長理事（みやぎ生協理

事長）へ、署名用紙 27,236 筆が

引き渡されました。 

被災者の生活再建を支援する

ことは地域への定住を促し、地

域の活力やコミュニティを保つ

ことにつながります。今後、こ

の署名は来年の通常国会へ提出

する予定です。   

            

●「今必要な被災者への支援を考える宮城県民フォーラム」開催報告 

 

国に制度拡充を求める署名に

より多くの方々が理解し、署名

運動がよりいっそう広がること

を目的に、宮城県生協連では、

東日本大震災復旧・復興みやぎ

県民センターのご協力のもと、

宮城県協同組合こんわ会にご後

援いただき、10 月 25 日（土）

仙台弁護士会館 4 階ホールにお

いて、「今必要な被災者への支

援を考える宮城県民フォーラ

ム」を開催し、72 人が参加しま

した。 

野崎和夫専務理事の主催者あ

いさつ後、「被災者生活再建支

援法の成り立ち・現状とこれか

らの課題」と題し、兵庫県震災

復興研究センター事務局長・阪

南大学講師の出口俊一さんを講

師に学習しました。「被災者生活

再建支援法の 3 度目の改正と合

わせ、総合的な『災害復興制度』

確立に向けての取り組みも必要

である」と話されました。 

次に、「被災者の生活再建と

住宅確保の現状と課題」につい

て、あすと長町仮設住宅自治会

（仙台市太白区）の飯塚正広自

治会長、宮城県土木部復興住宅

整備室技術補佐の高橋正則さん

から、「災害復興公営住宅の整

備の進捗状況と課題」について、

お話しいただきました。 

最後に、意見交換を行い、被

災者の生活再建が一日でも早く

実現するよう署名に協力を求め

る意見などが出されました。 

  



講師のコープこうべ山口一史理事長 

活動報告パネルを見学する参加者 

 

9/12（金）に開催した「わたりのそばの花見会」 

復興亘理そば（２人前） 

◆価格：４８０円＋税（冷蔵品/賞味期限１５日間）  

◆製造：（株）だい久製麺（仙台市青葉区） 

[店舗発売日] 

１２月１１日（木）～３１日（水）   

[共同購入]  

注文書回収１２月 ８日（月）～１９日（金）  

商品お届け１２月１５日（月）～２６日（金） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●「みんながんばりました。そしてこれからも～ 

  東日本大震災みやぎ生協ボランティア活動のふり返りとこれからの会」 

 

9 月 2 日（火）江陽グランド

ホテルにおいて、「みんながんば

りました。そしてこれからも～

東日本大震災みやぎ生協ボラン

ティア活動のふり返りとこれか

らの会」を、249 人の参加で開

催しました。 

コープこうべ理事長の山口一

史さんによる「大震災からのコ

ミュニティーの再生と地域のく

らし―不安を安心に変えるため

に」と題しての学習講演後、コ

ープこうべとコープぎふの皆さ

んから支援の取り組み、卸町東 2

丁目仮設住宅自治会前会長、み

やぎ生協サポーターとこの間活

動に関わっていただいた方々に

ご報告いただきました。 

参加者からは、「こんなに全

国の皆さんに支えられて活動し

てきたことがわかり、生協の絆

を感じました」「これからも、こ

れまでどおり活動します」と、

力強い感想が寄せられました。 

東日本大震災発災後の５月か

ら「被災された方々に寄り添い、

コミュニティーの再生と孤立化

防止」を目的に活動に取り組ん

できました。メンバーによるボ

ランティア活動は、７月までに

活動回数 2,110 回、ボランティ

アの活動人数のべ 16,823 人、参

加者数のべ 78,804 人になって

います。この活動は、全国の生

協、行政、他団体の皆さまに支

えられ、すすめることが出来ま

した。（生活文化部 須藤敏子）

 

● 食のみやぎ復興ネットワーク「わたりのそばプロジェクト」～復興亘理そば発売～ 

 

震災後、亘理郡でソバの栽培

に取り組んでいる生産者を応援

する「わたりのそばプロジェク

ト」。今年８月に撒いたソバは順

調に生育し、収穫の秋を迎える

ことができました。 

今年も亘理産そば粉を使用し

た「復興亘理そば」を、みやぎ

生協の全店舗と共同購入、ＪＡ

全農みやぎグループを通じて販

売いたします。殻と実をいっし

ょに挽いた「一本挽き」蕎麦粉

を使って田舎そば風に仕上げ、

新そばの香り豊かな風味を楽し

むことができます。 

地域復興を願う、たくさんの

方々の思いのこもった「復興亘

理そば」をどうぞご利用下さい。 

（店舗商品本部･食のみやぎ復

興ネットワーク事務局 藤田孝） 

 

 

東日本大震災 復旧・復興のとりくみ  

 

みやぎ生協 

 



甫守一樹弁護士による講演の様子 
 

ひなたぼっこ石巻で震災体験を聞く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

● 女性ネットみやぎ「学習と交流のつどい」～大飯原発差し止め判決を力に～ 
 

宮城県内の幅広い女性たちが

参加する「子どもたちを放射能

汚染から守り、自然エネルギー

への転換をめざす女性ネットワ

ークみやぎ」(女性ネットみやぎ)

の「学習と交流のつどい」が、

９月６日（土）仙台弁護士会館

において 135 人の参加で開催さ

れました。 

「大飯原発差し止め判決を力

に」をテーマに、甫守一樹弁護

士に判決内容を分かりやすく解

説していただき、学習を深めま

した。 

その後、「船形山のブナを守

る会」の小関俊夫さんから「指

定廃棄物処分場問題の現状と課

題」について、布田秀治さんか

ら「日本基督教団東北地区放射

能問題支援室いずみ」の甲状腺

検診の取り組み紹介、女性ネッ

トみやぎ事務局長の本田永久子

から「女川原発再稼動阻止に向

けてわたしたちができること」

を報告し、各地の取り組みにつ

いて交流しました。 

参加者からは、「大飯原発差し

止め判決の意義がよくわりまし

た」「各地からの報告もこれか

らの運動の参考になりました」

との声をいただきました。 

（生活文化部・女性ﾈｯﾄみやぎ 

事務局 昆野加代子）

 

 

 

●「震災復興支援ツアー」（石巻市～浪江町～南相馬市） 

 

今年も「震災復興支援ツアー」

を、9 月 28 日（日）から 29 日

（月）まで、1 泊 2 日で開催し

ました。遠く福岡県高齢協の 17

人をはじめ、7 都県の高齢協か

ら 54 人が参加しました。 

１日目は石巻市での震災体験

を聞き、日和山から市内を展望

し、門の脇小学校など津波被害

の現地を回りました。 

２日目は浪江町に向うバスの

中で「生業を返せ、地域を返せ

福島原発訴訟団」原告のお話を

聞き学習しました。南相馬市で

現地の方と合流、JR 小高駅には

通学用の自転車がびっしり並ん

で放射能に汚染されたままの姿。

浪江町の許可証を持ち、福島第 1

原発の煙突が見える 4 キロ地点

の請戸小学校近くまでバスを乗

り入れました。流された家も船

も転がって 3・11 そのままです。 

その後、南相馬市小高区の江

井績さんの自宅で、現在の心境

をお聞きしました。江井さんは

「地域の除染作業は行われてい

るが大幅に作業は遅れていて、

いつになったら全てが終わるの

かわからない。除染しても事故

前に戻るわけではなく、安心で

きない毎日だ。日中は出入り自

由でも泊まることができない自

宅。子や孫と一緒に暮らそうと

思って建てた家なのに悔しい」

と、苦悩はなお深くなっていま

す。 

高齢協は今後も「震災復興支

援ツアー」に取り組んでいきま

す。（専務理事 山田栄作）

   

東日本大震災 復旧・復興のとりくみ  

 

みやぎ生協 
 

宮城県高齢者生協 

 



テープカットの様子 

施設の子どもたちからの手紙を 
真剣に読んでいる参加者 

  

 

● みやぎ生協長町店オープン 

5 年ぶりの新店として、10 月

16 日（木）みやぎ生協長町店が

開店しました。初日は、開店前

に小雨がぱらつく天気となりま

したが、店の敷地からあふれる

ほどの長蛇の列（500 人以上）

となり、開店時間を早めて入場

制限も行いながら対応しました。 

初日の客数は 4,571 人。当日

はシニアメンバーデーでもあり、

新規加入 298 人に加え、シニア

メンバー登録者は何と 774 人に

ものぼりました。 

エリアリーダーや委員の皆さ

んが、CO・OP 共済のキャラクタ

ー「コーすけ」の着ぐるみに入

ったり、加入のおすすめ、シニ

アメンバーの登録手続きなど、

手伝ってくださいました。開店 4

日間の新規加入者は、698 人で

した。 

当日は「開店を待ってたの

よ！」の声が多数寄せられまし

た。メンバーの期待に応えられ

る店づくりのため、コープ商品

やめぐみ野品のお知らせなど、

こ～ぷ委員会としても店舗と協

力して事業を盛り立てる活動を、

引き続き継続していきます。 

なお、「太子堂店」の出店も今

冬に予定しています。 

（生活文化部課長 室直子）

 

●「コープフードバンク」フォーラム 2014

 

行政や企業、福祉施設・団体

など、活動に関わる多様な方々

が参加され、フードバンク活動

の現状と可能性を確かめ合うた

め、コープ東北サンネット事業

連合の主催で、10 月 21 日（火）

フォレスト仙台 2 階フォレスト

ホールにおいて「コープフード

バンク」フォーラム 2014 を開催

し、138 人の方々が参加されま

した。 

 コープ東北サンネット事業連

合の宮本弘代表理事の主催者あ

いさつ後、「世界の食糧事情に

ついて～フードバンクの意義と

役割～」と題し、国際連合食糧

農業機関駐日連絡事務所副代表

の渡邉和眞さんを講師に基調講

演を行いました。これまでのコ

ープフードバンクの活動や、食

品提供企業代表として「ネスレ

日本㈱」の冨田英樹さんから報

告がありました。 

 続いて、実践報告を、「フード

バンクと協働した生活困窮者支

援」について柴田町社会福祉協

議会ボランティアコーディネー

ターの大庭三余子さん、「路上

生活者の現状とフードバンク」

について NPO 法人ワンファミリ

ー仙台の立岡学理事長、「児童

養護施設の現状とフードバンク

から食品提供を受けて」につい

て児童養護施設福島愛育園の斉

藤久夫園長の３人が行いました。

立岡さんのお話の中で「フード

バンクが犯罪を抑制している」

という言葉が、参加された方々

には、とても印象深かったよう

です。また、宮城県選出の国会

議員の方々からも沢山の祝辞を

頂戴し、この取り組みの意義を

再認識できたフォーラムとなり

ました。 

 最後に、みやぎ生協の大越健

治専務理事が閉会あいさつを行

い、無事終了いたしました。 

（ｺｰﾌﾟﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ事務局長 中村礼子） 
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生協あいコープみやぎ 

 

藤川太さんによる講演の様子 

「Ｗa ！わぁ祭り」会場の様子 

  

 

 

 

● 今後の社会変化への心構えを ― 「くらしの見直し講演会」報告 

9 月 3 日（水）日立システム

ズホールにおいて、「くらしの見

直し講演会」を開催し、62 人の

参加がありました。 

今回は、ファイナンシャルプ

ランナーの藤川太さんを講師に

お迎えし、今後段階的に引き上

げられる消費税のお話から、基

礎年金、老人医療、介護、少子

化対策など今後予測される社会

保障税の変化と国の財政、そし

て今後の私たちのくらしの変化

まで、わかりやすく話しをいた

だきました。 

実収入がなかなか増えない現

在、将来的に税金や社会保険料

は上がり、家計の負担増となる

ことが様々なデータやシミュレ

ーションから予測されます。私

たちが今からできること、備え

ることは、家計・生活を見直し

今後の社会変化に長期的に対応

していくこと。収入のパイプを

増やし、固定費を削り、生活費

の管理を行っていくこと、これ

ら具体的な対応方法が今回の講

演を通して得られたことであり、

同時に今後の社会変化に対応し

ていくための「心構え」を持つ

きっかけとなりました。 

今後も、今回の講演会のよう

な組合員のくらしの向上につな

がる企画や、活動を継続的に行

っていきたいと思います。 

（事業部共済担当職員  

辻井知弘）

 

●「Ｗa !わぁ祭り」で仲間作り 

 

10 月 26 日（日）仙台卸商セ

ンター産業見本市会館サンフェ

スタに、2000 人の参加で活気あ

るお祭りを開催することができ

ました。 

今年は「仲間作り」を目標に

ポスターやカラーチラシ、テレ

ビやラジオなどで対外的な告知

に力を入れました。組合員も、

「Ｗａ！わぁ祭り」を地域にア

ピールする中で、普段利用して

いるあいコープの商品の良さを

再認識でき、それを伝えたいと

いう思いが、友達やご近所さん

へのお誘いにつながり、

ゲスト来場者を大幅に

増やしました。その結

果、加入案内ブースに

は人が途切れず、お祭

り会場で 23 人もの方

に新規加入していただ

きました。 

｢キッズスタッフ｣で

は、子供たちが出展ブ

ースに入りました。試食や商品

を紹介する子供たちの元気な声

に、生産者も来場者も思わず笑

顔になっていました。新ＰＢ商

品の｢あいコープの豆腐｣｢放牧

パスちゃんプレーンヨーグル

ト｣大試食会や、職員の生産現場

体験の発表も好評で、会場のあ

ちらこちらで生産者、職員、組

合員の交流の輪が広がりました。

これからも組合員、生産者、職

員が一体となって、あいコープ

の仲間作りを進めていきます。 

（Ｗａ！わぁ祭り実行委員会・ 

理事 星恵） 

 

 

みやぎ生協 

 

会員生協だより 

 



松島医療生協  

組合員による花笠踊り 健康クイズ 

「祝い酒」「東京音頭」に合わせて健康体操 
 

 

受付で全国からのプレゼント（支援品）
を受け取る石巻と東松島の参加者 
 
 

 

  

 

 
● 500 人の笑顔～震災後 3年ぶりに「健康まつり」開催 

 

10 月 5 日（土）震災後３年ぶ

りに、「健康まつり」を開催しま

した。東日本大震災から復旧・

再建した診療所や、介護施設群

の“姿”を、組合員と地域の方々

に見ていただきたいとの想いか

ら、公民館から海岸診療所に移

しての実施でした。 

手狭な会場のため、出店や企

画を小さくせざるを得ませんで

したが、職員（事業所）は専門

性を生かし、健康チェックや介

護体験、健康○×クイズで医療

の勉強もおこないました。組合

員（支部）からは、模擬店やバ

ザーの出店、手づくり品の作品

展示、「九条の会」「被災地支援

の活動」のポスター展示と、充

実していました。 

参加者は、広場での「健康体

操」、会議室での「歌う会」と、

盛りだくさんの企画に、大忙し

の様子でした。 

全国の医療福祉生協の仲間か

ら、たくさんの支援品が届けら

れ、予期しなかったプレゼント

に、みんなの笑顔がほころびま

した。恒例の「大抽選会」で引

かれた当選番号に一喜一憂し、

買い物や景品を手に帰途につく

組合員の笑顔と姿がとても爽や

かでした。 

（健康まつり実行委員長 

青木幹子） 

 

 

 

● 「第 16 回健康まつり」 

 

10 月 19 日（日）秋晴れの中、

約1,800人もの参加で盛大に、「

第 16 回健康まつり」が開催され

ました。昨年は雨の中での開催

ということもあり、その鬱憤を

晴らすような晴天となり、組合

員の意気込みもいつも以上でし

た。ステージでは、各支部がそ

れぞれ練習した成果を思う存分

発揮し、皆さん満足した笑顔で

いっぱいでした。三課題（仲間

ふやし、増資、班会開催）達成の

表彰では 22 班、増資も 80 軒も

あり、月間中での達成に向け大

きなきっかけとなりました。 

 恒例の「健康クイズ」では、

北條裕士理事長のひっかけ問題

に、皆さん大笑い。ステージで

の全職員紹介では、それぞれ趣

向を変えて行い、多くの組合員

に好評でした。 

最後の「大抽選会」では、皆

さん真剣そのもので当選番号と

自分の参加券を見比べていまし

た。 

 組合員のふれあい、仲間ふや

し、そして生協発展へのきっか

けとなる日となりました。 

 （専務理事 小山茂樹）

みやぎ生協 
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会員生協だより 

 



尚絅学院大学生協 

昨年の説明会の様子 
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● 学生組合員と生協職員の「バスツアー交流会」を行いました 

 

9 月 16 日（火）学生 13 人と

教員 1 人、生協職員 8 人で、蔵

王町にある酪農センターのチー

ズ工場と仙台コカ・コーラ工場

を見学しました。 

酪農センターのある蔵王高原

の七日原地区は、広々として素

晴らしい環境でした。チーズ工

場で、チーズの種類、工程など

についてビデオを見ながら係員

の説明を聞きました。蔵王では、

牛乳用の乳牛のほかに、食用の

肉牛も育てているそうです。そ

の餌の一部は、コカ・コーラ工

場の「爽健美茶」の生産後に残

った茶殻に、チーズ工場の乳清

を混ぜて発酵させて与えている

そうで、同じ町内で無駄のない

取り組みをしていると説明を受

けました。 

その後、昼食は白石地方で有

名な温麺を食べた後、コカ・コ

ーラ工場を見学しました。大変

きれいな工場で、自動化が進み

作業員も少ない中で、大量に生

産できる模様を目の当たりにし

驚きました。また、ギャラリー

では古く懐かしい自販機や商品

を見ることができました。 

日頃、店舗のレジでしか交流

できない組合員と職員が、一堂

に会して交流できたことが、何

よりもの収穫でした。 

（専務理事 中村祐志） 

 

 

  

 

 

● 新入生への対応が始まりました 

 

この号が発行される頃には、

AO 入試の合格発表が終わり、資

料請求者への資料送付が済んで

いる頃かと思います。例年、東

北工大生協では自宅通学生を対

象とした「合格者・保護者説明

会」を開催しています。 

今期は、1 回目の開催を昨年

より 1 ヶ月早めて 11 月 23 日

（日）で準備をすすめています。 

この説明会を始めたのは、2010

年新入生からで、今期で 6 年目

になります。当初は、それほど

来場者もないだろうと思ってい

たのですが、毎年多くの新入生、

保護者の方にお越しいただいて

います。内容は、大学生活と

入学準備提案（生協・共済加

入、パソコン、運転免許）に

ついて、70 分程度で行ってい

ます。毎日を大学の中で過ご

していると、すべてのことが

当たり前に感じてしまいます

が、新入生にとってはすべての

ことがわからないことなのです。

入学式のことやオリエンテーシ

ョン、教科書購入など、入学前

後にスポットを当てています。

説明は学生が行い、部分的に生

協職員も入ります。 

 学生にとっては、プレゼンや

大人とのコミュケーションなど、

通常の大学生活では得ることの

できない経験にもなり、運営す

る側も良い機会であると思いま

す。これから本番ですので、関

係者一同がんばりたいと思いま

す。（専務理事 濱谷崇）

会員生協だより 

 

みやぎ生協 

 

東北工業大学生協 



環境のとりくみ 協同のとりくみ 

手刈りする様子 

「稲刈り交流会 in かくだ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

● みやぎ仙南農協とみやぎ生協メンバーさんとの「稲刈り交流会」 

ＪＡみやぎ仙南角田市ふるさ

と安心米生産組合協議会は、10

月 13 日（月・祝）、みやぎ生協

メンバーさんとの「稲刈り交流

会」を実施しました。場所は、

角田市枝野地区で、以前メンバ

ーさんと田植えや生き物調査を

した所と同じ田んぼです。 

当日は、お子さんを含め約

100人もの生協メンバーさ

んが集まりました。台風が

懸念されていたため、約一

時間という短い時間でし

たが、鎌を使用した刈り取

りや、機械（コンバイン）

による刈り取りという、昔

と今の収穫作業を体験し

ました。コンバインに乗って喜

んでいる子どもたちや、「何十

年ぶりで手刈りをした」と楽し

そうに話しているメンバーさん

もいました。 

その後、「つや姫」を使ったお

にぎりやお雑煮、お煮付けなど

のほか、自分たちで杵と臼を使

って餅つきをして作ったずんだ

餅を食べ収穫の喜びを味わいま

した。 

 来年は、丸森町内の田んぼで

このような交流会を実施する予

定です。 

（みやぎ仙南農業協同組合 

営農経済部部長 小林潤一） 

  

● 「みやぎの環境保全米新米試食会」参加報告 

 

10 月 7 日（火）ＪＡビル宮城

11 階大会議室において、「平成

26 年度産環境保全米新米試食

会」が、宮城県議会議長をはじ

め、副議長、宮城県議会環境生

活農林水産委員会の県議、ＪＡ

宮城中央会、県内各ＪＡ、関係

団体から 60 人あまりが出席し

て行われました。 

 はじめに、みやぎの環境保全

米県民会議石川壽一会長（宮城

県農業協同組合中央会会長）か

ら、「平成 26 年度産米は作況指

数も 104 の上位となり、やや良

の状況である。今年度の宮城県

の作付けは生育も良好で、好天

に恵まれた結果と見ている。収

量も前年を上回る結果となった

が、3 年連続の豊作で、在庫も

あることから、今年の概算金は

生産者にとって厳しい結果とな

った」とあいさつがありました。 

 宮城県は環境保全米の作付け

面積が日本一であり、現在の作

付けは慣行米とほぼ同じ割合で

行われています。今後の取り組

みについて、環境保全米の県内

作付け比率を 70％に引き上げる

ことや、収量や品質の安定と向

上、低コスト生産への取り組み、

環境保全効果の検証などの強化

を図っていくことが求められて

います。 

 新米の試食には、ＪＡ加美よ

つば産「ひとめぼれ」、ＪＡいし

のまき産「ササニシキ」、ＪＡみ

やぎ仙南産「つや姫」の 3 種類

が出されたほか、県内産の農水

産物の惣菜も供され、新米の香

りと味を堪能しました。 

（常務理事 鈴木由美） 

 



講師の渡部さんは浜松大医学部の教官時代、

農薬空中散布の問題にも取り組まれました。 
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（生活文化部 昆野加代子） 

 

 

 

 

 

●“こ～ぷの森”の秋の活動 

 

宮城県内の自然と緑を豊かに

する活動「こ～ぷの森つくり」

は、22 年目を迎え、新しい取り

組みを始めています。 

9 月 27 日（土）に、来年新し

く“こ～ぷの森”の仲間入りする

予定の南吉成山の近くの森で

「ドングリ拾い＆育て方教室」

を開催し、34 人の親子の参加が

ありました。ドングリから大事

に育てた苗を、来春または再来

年の植林時に持参してもらい、

ともに植える活動です。参加者

からは「自分で育てた苗を植え

るのが楽しみです」など、新し

い森への親近感につながる取り

組みになりました。また今年度

から、フィールドワークつくり

チームを設けて、活用の検討を

進めている「こ～ぷの森向大倉

山」で、「秋の森を楽しもう～向

大倉山観察＆体験会」を 10 月

18 日（土）に開催し、32 人が

参加し、ツル切り体験とリース

作り、森のブランコ遊び、「ごみ

を捨てないで」の看板作りなど

行いました。自分達の森をどの

ように整備、活用していくのか、

参加者の声を活かしながら今後

もフィールドワークつくりを進

めていきます。 

（生活文化部 昆野加代子）

 

 

 

● 石けん連続講座「香り匂い編」 

 

10 月１日（水）香りや匂いに

ついて研究されている渡部和男

さん（各務原カンファレンス主

催・医学博士）を講師にお招き

し、香料の健康被害についてお

話していただきました。 

世はまさに、空前の香りブー

ムです。巨大な宣伝が常に流れ、

ママ友の間でもよく話題にあが

ります。私個人は、子供たちが

持ち帰る給食のエプロンについ

ている、フローラル過ぎる匂い

にいつも気分が悪くなります。 

まさにそれが、香料です。世界

中で 4,000 種類以上存在すると

いわれるほどあるのに、安全性

検査や配合の開示義務はなく、

表示は全て「香料」。消費者には

中身が分からないままです。 

また、2013 年にＥＵでアレル

ゲン表示が必要としてリストア

ップされた 26 の香料には、天然

成分も含まれています。「天然成

分でも過信し過ぎず、嗜む程度

にする必要がある」と渡部さん

は話されました。   

今回の講座で、中身の分から

ない香料の怖さを知ることがで

き、もっと周りに知らせなけれ

ばと改めて痛感しました。 

（石けん環境委員 小林恵） 

 

 

生協の環境活動は、生協組合員の活動や事業における取り組みを通して、環境負荷の軽減と省エネルギー、省資源、リサイク

ルなどの環境保全型社会づくりに貢献していきます。組合員のライフスタイルの見直し、生産から流通・消費・廃棄までの製

品のライフスタイルの各段階における環境負荷の低減等をすすめます。 

 

 

環境のとりくみ 環境のとりくみ 

みやぎ生協 

 

生協あいコープみやぎ 

 



わたくしたちは、「平和とよりよき生活のために」という生協のスローガンに基づく取り組みを行います。唯一の被爆国の国民として、核

兵器廃絶を訴えるとともに、戦争放棄をうたった憲法 9 条を含めた日本国憲法のよさと大事さを学び、話し合い、多くの人々が平和を守

るネットワークへ参加する活動を広げていきます。 

 

 

環境のとりくみ 平和のとりくみ 

平和委員会例会「学習会」の様子 

外務省で石井主席事務官に 

メッセージカードを手渡す様子 

 

   

 

 

 

● 核兵器ゼロを求めたメッセージカードを大使館に届けました 

 

みやぎ生協では、７月に開催

された「第４回こ～ぷ委員会」

で、「核兵器のない世界」をめざ

して、私たちにできることにつ

いて学習し、核兵器根絶を求め

る声を核保有国へ届けようとメ

ッセージカードを記入していた

だき、合計 1,691 通が集まりま

した。 

9 月 29 日（月）大友恵理子理

事と石川雅子理事が、アメリカ

大使館と日本の外務省に提出し

ました。ロシア 65 通、フラン

ス、中国、イギリス、イスラエ

ル、パキスタン、インドの６カ

国へは各 50 通を大使館宛に送

りました。 

アメリカ大使館では、テロ対

策のために立ち入りは認められ

ず、入り口にてメッセージを読

み上げて警備員へ手渡すことに

なりましたが、500 通をケネデ

ィー大使宛に届けました。 

外務省では、メッセージを読

み上げ、外務省軍縮不拡散・科

学部軍備管理軍縮課の石井秀明

主席事務官に提出しました。石

井さんからは、「日本政府とし

て核兵器廃絶を目標として上げ

ているが、まずは核実験をさせ

ない条約（CTBT）を発効させな

ければならない」などの説明が

ありました。 

 今後も引き続き、核兵器の悲

惨さを学び、核兵器のない世界

を求めて、取り組みを進めてい

こうと考えています。 

   （生活文化部 菊田由実）

 

● 「憲法学習会」開催報告  

                                 

 みやぎ生協では、集団的自衛

権行使容認の閣議決定に対して、

反対と撤回を求める意見表明を

行ってきました。 

この問題と憲法 9 条をテーマ

にした学習会を、県内各地で開

催しメンバーと職員が共に学ぶ

活動を進めています。 

学習会は、若手弁護士 9 条の

会から講師派遣を受けて、9 月

末から 10 月にかけて県内 8 ヶ

所で 84 人、地域代表理事・生

文学習会 40 人（10/17）、平和活

動委員会例会（10/21）13 人、

所属長会議（10/22）では憲法会

議代表幹事の川村俊夫さんを講

師に 230 人参加など、連続して

学習会を開催しています。 

 参加者からは「集団的自衛権

の意味がよくわかった」「憲法

9 条の持つ力、意味がよくわか

った」「二度と子どもたちを戦

場におくらないようにすること

が私たち親世代の責務ではない

か」など多くの感想が寄せられ

ました。憲法 9 条を守り・生か

すこと、知ること・学ぶことで

理解を深め、行動に移すことの

大切さを確認できた学習会でし

た。引き続き、学習会を進める

とともに、年明けには撤回を求

める署名活動も計画しています。 

みやぎ生協 

 

（生活文化部課長 赤松浩幸） 



平和のとりくみ 

平和を願う灯ろう流しの様子 

 

   

 

● 被爆 69 年目の広島で平和について考えてきました 

 

全国大学生協連の平和活動

「Peace Now! Hiroshima 2014」

が、8 月 4 日（月）から 7 日（木）

まで、3 泊 4 日の日程で行われ

ました。 

私はこれまで核や平和につい

て考えることはほとんどありま

せんでしたが、昨年参加された

方が、平和について考え、行動

する姿を見て興味を抱き、この

度、組合員の皆様のご支援のも

と参加させて頂きました。 

全国の大学から集まった参加

者には、私と同じように平和へ

の意識が高くない人も少なから

ずいましたが、皆で真剣に学び、

話し合い、考えてきました。 

活動内容は、平和記念公園見

学、広島市内でのフィールドワ

ーク、被爆者証言、平和記念式

典への参加などで、さらに式典

に参加された方々へのインタビ

ューや、参加者同士での議論・

意見交換等、様々な人と話をす

る機会が何より多くありました。 

多くの人と意見を交わす中で、

人の意見は本当に人それぞれな

のだと感じました。式典に参加

した理由も人によって皆違った

し、同じものを見て、学んでき

ても感じ方、伝え方は人それぞ

れだったからです。戦争や核に

関する問題にもいろいろな意見

があっていいと思います。 

8 月 6 日の灯ろう流しでは、

それぞれが、それぞれの意見を

もっている中で、皆が平和とい

う一つの同じ想いを願っている

情景が、とても印象的でした。

私も平和・社会問題に対して自

分の意見を持ち、態度に表わし

ていきたいと思います。 

（教職員院生組織委員  

弘田隆晃） 

  

 

● 九条の会は今こそ正念場として、全国統一行動月間に取り組んでいます 

 

みやぎ憲法九条の会は 12 月

まで全国統一行動として、集団

的自衛権行使容認の閣議決定の

撤回を求める請願署名を、10 万

筆を目標に、県内九条の会連絡

会と共に取り組んでいます。 

同時に、県内の 125 ある九条

の会も提起に応え、85 の会が集

会、学習会、チラシ配布の宣伝

活動をしています。また、街頭

宣伝も各地で行われています。 

 県内 9 条の会の取り組みの特

徴は、自分たちの会と、他の会

と力を合わせて学習会や講演会

をしていることです。太白区の 7

つの九条の会が合同で、「どう見

る日中関係の今とこれから」の

講演会を開催し、日中友好協会

九条の会の方に講演していただ

きました。沖野九条の会と憲法

九条（戦争放棄！）八軒校区の

会は、映画「人間の條件」（全 6

部作を 3 週間で上映）の上映会

を行いました。他にも、仙南 2

市 7 町で 2015 年 4 月に大講演

会を開こうと、今から実行委員

会を組織して取り組んでいます。 

 今年からの数年が、日本の岐

路となります。多くの人と、憲

法 9 条を守り、生かし、その価

値を広げていきましょう。「閣

議決定」を撤回させましょう。 

（事務局 佐藤修司） 

東北大学生協 

 

みやぎ憲法九条の会 
 



環境のとりくみ 

消費者行政の充実強化をすすめる懇談会みやぎは、安心して食生活・消費生活をおくれる環境を求めて、食品の安全行政、消費者行

政の充実強化を目指し、宮城県内の消費者組織の連携をはかり、消費者運動を促進することを目的として活動します。  

【構成団体】  宮城県生活協同組合連合会、NPO 法人仙台・みやぎ消費者支援ネット、宮城県地域婦人団体連絡協議会、宮城県消

費者団体連絡協議会、みやぎ生活協同組合、生活協同組合あいコープみやぎ、公益財団法人みやぎ・環境とくらし・ﾈｯﾄﾜｰｸ（MELON） 

消費者行政の充実強化をすすめる懇談会みやぎの活動 

講師の色川卓男教授 

報告者 片山知史さん（左） 

麿 有司さん（右） 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 学習会「消費者教育が社会を変える」開催報告 

 

 9 月 29 日（月）フォレスト仙

台 2 階第 1･2 会議室において、

消費者市民ネットとうほく共催

宮城県・仙台市後援による、学

習会「消費者教育が社会を変え

る」開催し 84 人が参加しました。 

 野崎和夫座長（県連専務理事）

の主催者挨拶後、みやぎ生協消

費生活研究会委員 6 人による、

寸劇「その株買い取ります？！」

が上演されました。 

 続いて、「消費者教育が社会

を変える～消費者・消費者団体

の役割～」と題して、静岡大学

の色川卓男教授を講師に学習し

ました。消費者と事業者間での

情報量の格差に対する、一つの

手段として消費者力を高めるた

めに、消費者教育が必要とされ

ています。しかし、教育現場に

おいても認識が高まっていない

状況が続いています。地方消費

者行政活性化基金の活用があり

ましたが、なかなか推進できて

いません。そのようなことを受

け、国が 2012 年 12 月「消費者

教育推進法」を施行し、地方公

共団体の責務を記載し、「消費

者市民社会」への推進に取り組

むこととなりました。 

消費者・消費者団体として、

行政に対して批判だけでなく、

施策を自ら実践していくつもり

で、意見を述べたり協力したり

していくことが必要だというこ

とが理解できました。 

（消費者懇事務局長 

 加藤房子）

 

● 意見交換会「今、みやぎの海はどうなっているの？」開催報告 

 10 月 9 日（木）フォレスト仙

台 2 階第 1・第 2 会議室におい

て、宮城県後援で、「宮城の水産

物における放射性物質について

の意見交換会」を開催し 99 人が

参加しました。 

大越健治副座長（みやぎ生協

専務理事）の主催者挨拶後、麿

有司部長（宮城県漁業協同組合

指導総務本部・指導部）から、

「生産現場では…」と題して、

水産物を出荷する際の放射性物

質の検査状況や魚種の違いによ

って出荷制限となっている状況

等について報告していただきま

した。次に、片山知史教授（東

北大学大学院農学研究科・農学

部）から、「宮城の海と浜の現

状」と題して報告していただき

ました。放射性物質は宮城県沿

岸でどのような状況にあるのか、

海の生物の特性を理解した上で

放射性物質の影響を考え、食す

ることが必要なことなどを教え

ていただきました。 

報告後、意見交換を行い、参

加者から、石巻水産での放射性

物質測定に関する情報提供や放

射性物質などについての質問が

出されました。漁業者は魚を取

れないという状況を早く解除し

てほしいという思いが強いとい

う報告が心に残りました。 

（食品の安全行政部会担当  

鈴木由美）
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消費者行政の充実強化を 

すすめる懇談会みやぎ 



私たちは、いつでも、だれでも安心して暮らせる社会をめざしています。介護が必要な人にとって、体のケアだけではなく、心のケア

も念頭においた利用者本位のケアプランが作成され、安心して介護サービスを受けられることが最も大切です。私たちは、知恵と力を

合わせ、良質な介護サービス提供と健全な事業運営のためにいっそうの研修にはげむとともに情報を共有しネットワークをひろげ、も

って要介護者と介護者の人権擁護（尊重）、地域住民の福祉向上に資することを NPO 法人介護サービス非営利団体ネットワークみや

ぎ（略称：介護ネットみやぎ）の目的とします。 

 

 

ＮＰＯ法人 介護サービス非営利団体ネットワークみやぎの活動 

〒981-0933 仙台市青葉区柏木 1-2-45 ﾌｫﾚｽﾄ仙台 5F  ＴEL 022-276-5202  FAX 022-276-5205   
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NPO 法人 
介護ネットみやぎ 

講師の樋口恵子さん 

高齢社会をよくする女性の会理事長 

 

● 「地域包括ケア」を創る宮城シンポジウム開催報告 

 

9 月 25 日（木）13 時から、日

立システムズホール仙台シアタ

ーホールにおいて、共同主催者

11 団体による「利用者（住民）

の、利用者による、利用者のた

めの『地域包括ケア』を創る宮

城シンポジウム」を開催し、480

人が参加しました。 

 基調講演は、高齢社会をよく

する女性の会樋口恵子理事長に

よる「無縁社会は恐くない～み

んなで創る新たなご縁」と題し

て行われました。樋口さんは、

「今後、高齢者を含む世帯比率

が上がり、出生率の低下、核家

族化が進み、持ち親率の上昇と

親子老老介護が進行していきま

す。以前のような、嫁が親の面

倒をみる介護者としての嫁は激

減し、すべての少数の『子』が

親の介護を担わざるを得ない社

会になりつつあります。介護の

場は家庭を含む『地域』であり、

介護は『地産地消』サービスを

目指すことになります。将来的

に、地域包括ケアセンターを小

学校区に作ることになり、すべ

ての支援資源を活かすことが必

要です。また、介護家族に対す

る必要な措置の充実が求められ

る他、介護者の確保や質の向上

が不可欠であり、コミュニケー

ション・サポート社会へと構築

していく必要があるのです。遠

回りでも重要な解決策は、平均

寿命と健康寿命の差を埋める健

康づくりです」と話されました。 

次に、厚生労働省老健局振興

課髙橋謙司課長による「地域包

括ケアシステムの構築に向け

て」と題して、国の新しい地域

支援事業を含めた、介護保険法

改定の内容について報告してい

ただきました。 

続いて、「地域包括ケア体制の

中での『こうほうえん』の役割

と方向性」と題して、鳥取県社

会福祉法人こうほうえん廣江研

理事長が事例報告を行いました。 

「こうほうえんの目指す地域包

括ケアは、全ての住民が安心し

て住み続けられる地域と考え、

その実現のために、法人内医療

機関との関わりを強め、地域（境

港市）自治体、医療機関、福祉

機関、地元住民が一体となった

地域包括ケアシステム構築を目

指し、取り組みを進めています。

地域の福祉事業に精通している

社会福祉法人として行動するこ

とを役割としています」と述べ

られました。 

 休憩後、宮城県保健福祉部長

寿社会政策課村上靖課長、仙台

市地域包括支援センター連絡協

議会折腹実己子会長、NPO 法人

宮城県認知症グループホーム協

議会蓬田隆子会長、仙台市老人

福祉施設協議会髙橋治会長をパ

ネラーに、アドバイザーに廣江

研理事長、コーディネーターを

樋口恵子理事長が務め、現在の

取り組みや求められる地域包括

ケアの姿について討論されまし

た。 

今回のシンポジウムは、「地域

包括ケア」の理解と取り組みの

きっかけとなるような開催でし

た。（事務局長 鈴木由美） 

 

 

 

 

【共同主催団体】  
宮城県老人福祉施設協議会、仙台市老人福祉
施設協議会、仙台市地域包括支援センター連
絡協議会、NPO 法人宮城県認知症グループホ
ーム協議会、仙台介護サービスネットワーク、NPO
法人みやぎ宅老連絡会、みやぎ小規模多機能
型居宅介護連絡会、NPO 福祉ねっと宮城、公益
社団法人認知症の人と家族の会宮城県支部、
NPO 法人介護の社会化を進める一万人市民委
員会宮城県民の会、NPO 法人介護サービス非
営利団体ネットワークみやぎ 



消費税率引き上げをやめさせるネットワーク宮城の活動 

「消費税率引き上げをやめさせるネットワーク宮城（消費税ネット）」は、消費税率引き上げに反対する一点で集まった、宮城県内の
事業者・消費者の団体・個人のネットワークです。前身は１９７８年（昭和５３年）に、同じように商業者団体、市民・消費者団体など多
数の幅広い団体が集って結成した「一般消費税を止めさせる宮城県民会議」。以来、34 年の運動歴史を持つ団体です。62 団体・164
個人が加入しています。（2013 年 6 月現在） 

 

 

消費税増税に反対の 

署名活動の様子 

≪シール投票≫ 

消費税率の引き上げに 

あなたは賛成？反対？ 

賛成    3 （2.8％） 

反対 103（97.2％） 

計 106 

 

 

● 消費税率の引き上げに反対する共同街頭行動を実施しました  

 

政府は、2015 年 10 月に予定

している消費税率 10%の引き上

げについて、景気動向を勘案し

ながら、最終的に年内に判断す

るとしています。決定されると、

ほとんどの商品、サービスに 1

割の消費税がかかることになり

ます。 

宮城県生協連の「2013 年家計

モニター消費税しらべ」の収入

別消費税の金額と負担割合によ

ると、所得が 400 万円未満の世

帯では、消費税の年間の支払い

金額が平均 118,309 円ですが、

収入に占める割合は 3.8%と最

も高くなっています。これに対

し、所得が 1,000 万円以上の世

帯では、消費税額が平均 248,765

円と高くなっていますが、収入

に占める割合は 2.2%と低いの

です。また、所得が 250 万円以

下の世帯の負担割合は 4.2%と

いうデータがあります。このよ

うに、消費税は、収入の少ない

世帯ほど家計への負担が重い税

金だということが分ります。 

東日本大震災から 4 年目を迎

えましたが、いまだに応急仮設

住宅の入居者は、76,997 人もい

ます。自力での住宅再建や災害

公営住宅への入居は、これから

になります。消費税は、消費の

ほとんどに税金がかかるため、

生きることそのものにかかる税

金といえます。消費税が増税さ

れれば、『生活再建がこれから

始まる』という被災者にとって

生活再建の妨げになります。 

一番大事な事は、庶民の生活

最優先の政策で景気を良くする

ことです。そのため消費税率の

10％への引き上げに断固反対す

ることを広く県民に訴えるため、

10 月 24 日（金）3 団体共同（消

費税率引き上げをやめさせるネ

ットワーク宮城・消費税をなく

す宮城の会・消費税廃止宮城県

各界連絡会）による街頭行動を

行ないました。3 団体から 17 人

が参加しました。仙台市青葉区

一番町フォーラス前において、

午後 12 時から 1 時まで、各団体

ののぼり旗を掲げ、「消費税増

税反対」の署名活動、「消費税率

10％への引き上げは反対で

す！」というチラシ入りティッ

シュの配布、「シール投票」など

を行い、多くの方に呼びかけま

した。 

「消費税率引き上げをやめさ

せるネットワーク宮城」は現在、

消費税増税反対の団体署名に取

り組んでいます。昨年に引き続

き被災 3 県（岩手・宮城・福島）

の協同で取り組んでおり、11 月

下旬に内閣総理大臣あてに提出

することにしています。 

（事務局 加藤房子） 

〒980-0014 仙台市青葉区本町 2-16-12 仙台商工会議所４階（日専連宮城県連）      
TEL 022(266)3541 FAX 022(267)6654 E ﾒｰﾙ jimukyoku@nissenren-sendai.jp  

 

 

 

 

消費税ネット 



消費者市民ネットとうほくは、2014年 3月 3日特定非営利活動法人として成立し、今後は東北には未だない「適格消費者団体」認定を

目指して活動しています。消費者の皆さんの「安全・安心な生活を送る権利」が守られる社会の実現に向けて活動していきます。 

 

 

ＮＰＯ法人 消費者市民ネットとうほくの活動 

講師の第一建物株式会社代表 

佐々木正勝さん 

 

 

●「第 17 回適格消費者団体連絡協議会」参加報告

 

9 月 27 日（土）14 時より、京

都産業大学むすびわざ館におい

て、適格消費者団体 11 団体、適

格消費者団体を目指す 7 団体が

参加し、「第 17 回適格消費者団

体連絡協議会」が開催されまし

た。消費者市民ネットとうほく

からは、中里真理事、野崎和夫

理事の 2 人が参加しました。 

消費者庁の「特定適格消費者

団体の認定・監督に関する指針

等検討会」に関する報告や各団

体の取り組み報告があり、意見

交換しました。

 

●「不動産賃貸借契約に関する講演会」開催報告 

 

10 月 18 日（土）14 時より、

仙台市シルバーセンター第二研

修室において、秋田県、岩手県、

福島県、宮城県など東北各県か

ら、弁護士、行政職員、消費生

活相談員など 47 人が参加し、

2014年度第 2回目のセミナーと

して「不動産賃貸借契約に関す

る講演会」を開催しました。 

宮城県の第一建物株式会社代

表の佐々木正勝さん（(公社)宮城

県宅地建物取引業協会副会長、

(一社)全国賃貸借不動産管理業

協会専務理事）より、賃貸借契

約等に関する原状回復義務、賃

料滞納問題など昨今の諸問題に

ついて、多くの写真を交え

ながらご講演いただきま

した。 

事例紹介では、消費者市

民ネットとうほくの理

事・検討委員の中里真さん

（福島大学准教授）から、

「消費者団体による差止

請求事例の紹介（不動産賃

貸借）」として、原状回復

義務や不当条項などの事例とそ

れに対する差止請求について紹

介がありました。また、適格消

費者団体が取り扱っているトラ

ブルは訴訟だけでなく、和解も

含めて事業者との交渉で解決し

ているなど、消費者団体の活動

についても紹介されました。 

その後、参加者による意見交

換及び被害事例、問題事例の情

報交換が行われ、終了いたしま

した。 

 

●「不動産賃貸借契約」に関する電話相談会・個別相談会を予定しています 

 

消費者市民ネットとうほくで

は、2015 年 3 月に「不動産賃貸

借契約」に関する電話相談会・

個別相談会を予定しています。

詳細が決定いたしましたら、ホ

ームページ、ネットとうほく

NEWS でお知らせします。 

また、「不動産賃貸借契約」に

ついて検討すべき事案がありま

したら、消費者市民ネットとう

ほくへ情報提供をお願いします。 

（事務局 大場菊枝） 

 

 

 

 

 

 

〒981-0933 仙台市青葉区柏木 1-2-45 ﾌｫﾚｽﾄ仙台 5F （宮城県生協連内）   

ＴEL 022-727-9123  FAX 022-276-5160 E ﾒｰﾙ sn.mshiminnet@todock.jp 

 

NPO 法人 
消費者市民ネットとうほく 



ユニセフ（UNICEF：国際連合児童基金）は、世界の子どもたちの命と健康を守るために活動する国連機関です。 2011 年 4 月 1 日より

「公益財団法人日本ユニセフ協会協定地域組織 宮城県ユニセフ協会」と名称が変更になりました。県内唯一の団体としてユニセフの

広報・啓発・募金・学習支援などを活発に展開しております。（設立：1995 年 会員数：一般・学生１９９人 団体４） 

 

 

 

環境のとりくみ 宮城県ユニセフ協会の活動 

気軽なユニセフ入門講座～UNICafe の様子 

スタンド・アップのキャンペーンでは、MDGs（国連 

ミレニアム開発目標）達成に向けて人々の力を集め

るため、2006 年から毎年、世界反貧困デー（10 月 17

日）の時期に貧困解決を求める意志を示すために

「立ち上がり」（STAND UP）、「行動する」（TAKE 

ACTION）ことを呼びかけてきました。 

そしてその様子を収めた写真を集めて、1 つの

「声」をつくる活動にし、それを日本では「動く→

動かす」が集計して、政策を作る、あるいは政策

立案に影響のある組織や人々（政府、政治家、

省庁など）に届け、貧困解決とMDGs達成に向け

た取り組みを政府に求めてきました。 

そして、参加者に対しても、身近なできることから

何か実践をするよう呼びかけています。 

投稿した写真→ 

世
界
の
貧
困
撲
滅 

キ
ャ
ン
ペ
ー 

ン 

 

   

 

 

 

●「気軽なユニセフ入門講座～UNICafe」 ＆ 「STAND UP TAKE ACTION」

宮城県ユニセフ協会では、ユ

ニセフがどんな活動をしている

のか、どのようなボランティア

活動があるのかをお知らせする

ため、「気軽なユニセフ入門講

座～UNICafe」を、年２回開催し

ています。 

10 月 11 日（土）午後、みや

ぎ生協文化会館ウィズで開催し、

ボランティアスタッフもいっし

ょに学習するので、総勢 17 人の

参加で講座が始まりました。 

まず、自己紹介では、「関心の

ある国・行ってみたい国」の発

表では、クロアチアや北朝鮮な

どさまざまな国が登場しました。 

「“１枚の看板”ワークショッ

プで わ・い・わ・い！」では、

“支援するとはどんなこと？”を

考えてみました。ユニセフのよ

うな世界中で支援活動を行って

いる団体を通して支援すること

のほかに、直接支援する場合も

あり、受け手の現状や立場を考

える必要があること、現地の人

との交流の大切さにも気づきま

した。学習ビデオ「ユニセフと

地球のともだち」を見て、ユニ

セフの歴史や現在の活動内容を

理解しました。2012 年のネパー

ル・スタディツアーで見てきた

ことも紹介しました。ネパール

は東北の生協が協同して取り組

んでいる指定募金先で、９年間

継続して支援しました。「地域

主体の女性と子どものためのプ

ログラム」で達成できた成果を

知ることで、私たちのユニセフ

募金が目に見える形となりまし

た。 

日本国内でのユニセフのボラ

ンティアは、啓発活動や募金活

動が主ですが、「できるとき

に・できることを」協力してい

ただければいいのです。そのこ

とも理解していただき、２人の

新規登録がありました。 

講座終了後、参加者とともに

「世界の貧困撲滅キャンペー 

ンSTAND  UP  TAKE  ACTION 」に

協力しました。ウェブサイトか

ら写真を投稿し、意思を表す方

法です。参加者全員で写真を撮

り、投稿しました。 

（事務局長 五十嵐栄子） 

「STAND UP TAKE ACTION」URL 
http://www.standup2015.jp/ 

 

 

 
〒981-3194 宮城県仙台市泉区八乙女 4-2-2 みやぎ生協文化会館ウィズ TEL 022-218-5358 FAX 022-218-5945 

E メール sn.municef_miyagi@todock.jp  ＵＲＬ http://www.unicef-miyagi.gr.jp/ 

  

  

 
 

宮 城 県 

ユニセフ協会 



公益財団法人みやぎ･環境とくらし･ネットワーク（Miyagi Environment Life Out-reach Network）ＭＥＬＯＮは、みやぎ生協・JA 宮城中央

会・県漁協・県森連・日専連の県内で活動する協同組合が中心となって設立され、1995 年 12月に財団法人化し、2012 年 2月より公益

財団法人に移行しました。ＭＥＬＯＮは、緑と水と食とを通して地球と地球環境保全の活動を行なっています。会員数は個人６８８、法人

７９団体、任意団体１３団体です。合計７８０です。（10/８現在） 

公益財団法人 ＭＥＬＯＮの活動 

日 時／2014 年 11 月 27 日（木）10：00～15：00 

集 合／時間 9：50 仙台市役所市民の広場前（青葉区国分町 3-7-1） 

参加費／600 円（昼食代込） 

見学先／①仙台市松森工場 

②松森資源化センター 

③みやぎ生協店舗の環境活動 

④石積埋立処分場 

⑤仙台市堆肥化センター 

定 員／40 人（先着順） 

申込み／電話・FAX・e-mail いずれかにて、氏名・住所・電話 

番号をお知らせください。（担当：篠原） 

 

ブースの様子 

大勢の子どもたちが 

MELON の「エコ検定」に挑戦 

 

 

 

 

 

●「ユアスタ仙台エコ体験ブース」を開催しました！ 

 

10 月 5 日（日）11 時 30 分よ

り、ユアテックスタジアム仙台

の北エントランスにおいて、

「ユアスタ仙台エコ体験ブー

ス」を開催し、400 人が来場し

ました。 

毎年開催しているこのイベン

トですが、今年は環境省東北地

方環境事務所、仙台市環境局ご

み減量推進課と連携して開催し

ました。 

MELON は小中学生を対象に

した「エコ検定」の実施、環境

省は回収が始まった「小型家電

リサイクル」の PR、仙台市は「分

別お悩み相談会」と「ワケルく

んの雑紙釣堀」のブースを出展

しました。 

MELON の「エコ検定」に、

チャレンジした子どもたちは、

ユアテックスタジアム仙台で行

われている環境活動などの問題

に苦戦しながらも、長時間

ねばって上の級をめざし

ていました。 

来場者は、環境省や仙台

市のブースでパネルを見

たり、ゲームをしたりしな

がら、リサイクルや分別に

ついて学んだり、ベガルタ仙台

のゲームが始まるまでのひとと

きを楽しんでいました。エコ体

験ブースで学んだみなさんが、

これからもスタジアムの中で、

しっかりごみ分別に協力してい

ただけることを期待しています。              

（事務局統括 小林幸司） 

 

●『家庭ごみのゆくえを見てみよう』開催のお知らせ 

   

震災時増加してから、減らな

い状況が続いている家庭ごみ。 

普段何気なく出しているごみ

が、その後どのように集められ、

処理されているのかを見学しま

す。 

 

〒981-0933 仙台市青葉区柏木 1-2-45 ﾌｫﾚｽﾄ仙台５F  ＴEL 022-276-5118  FAX 022-219-5713   

E ﾒｰﾙmelon@miyagi.jpn.org  ＵＲＬ http://www.melon.or.jp/melon/index.htm   

  

 
 

MELON 事務局  
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